










































帯広市スマート農業に関する視察報告書 
 

令心会 参加者（芥川・早野・⻘⾕・木原） 
山口大学 宇宙利用工学研究室 ⻑井正彦 
報告者：木原大介  
 
１ 視察日時 令和７年８月 24 日 
 
２ 視察先 北海道帯広市 池守農場 

対応者 池守明裕氏 
 
３ 視察項目 

人工衛星を利用したスマート農業のうち、GNSS を利用した自動運転や、「だいち」に 
代表される日本の陸域観測技術衛星（ALOS）どの画像データ活用推進による農業生 
産性向上と持続可能な農業経営について視察した。 

 
４ 視察概要 

帯広市を中心とする十勝地域は、日本有数の食料供給基地として大規模農業が展開さ 
れている地域である。一方で、担い手不足や高齢化、労働力不足など全国の農業が抱 
える課題にも直面しており、その解決策としてスマート農業の導入を積極的に推進し 
ており、池守農場は RTK（リアルタイム・キネマティック）方式に対応した高精度な 
GNSS 機器を利用した大型農機具の自動運転の先駆者である。 

 
また、池守農場は山口大学の⻑井先生と、「だいち」の画像データを農業に活用する 
ことで生産性を高める共同研究をされたご縁での視察でもある。 

 
視察では、GNSS や ICT を活用した農業機械の自動操舵システム、ドローンによる農 
地管理や農薬散布、圃場データの収集・分析による営農支援などについて説明を受け 
た。また、農作業の効率化や省力化だけでなく、衛星画像データ解析による収量や品 
質の向上、経営判断の高度化にも活用されているとのことであった。 

 
さらに、行政、農業団体、研究機関、⺠間企業が連携し、実証実験や技術導入支援を 
進めることで、先進技術の普及拡大に取り組んでいる状況についても学ぶことができ
た。 

 
 



５ 所感 
スマート農業は単なる機械化ではなく、デジタル技術を活用して農業経営そのものを 
高度化する取組であり、今後の農業振興において重要な施策であることを強く認識し 
た。 

 
特に、農業従事者の高齢化や担い手不足が進行する中で、自動操舵システムやデータ 
活用技術は作業負担の軽減や生産性向上に大きく寄与しており、持続可能な農業経営 
を実現する有効な手段であると感じた。 

 
また、スマート農業の推進には設備投資やデジタル人材の育成が不可欠であり、行政
による導入支援や関係機関との連携が重要であることも再認識した。 

 
宇部市においても農業従事者の減少や高齢化が進んでおり、とりわけ北部地域の農業
振興は重要な課題となっている。今回の視察で学んだ先進事例を参考に、ICT やデジ
タル技術を活用した省力化・効率化を推進するとともに、若い世代が魅力を感じる持
続可能な農業の実現に向けた取組を進める必要があると感じた。 

 
十勝地域の取組は、地域の基幹産業である農業を次世代へ引き継ぐための先進的なモ
デルであり、本市の農業政策を検討する上で大変有意義な視察であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
GNSS を利用した自動運転が可能な大型トラクター 
 



北海道大樹町宇宙産業に関する視察報告書 
 

令心会 参加者（芥川・早野・⻘⾕・木原） 
山口大学 宇宙利用工学研究室 ⻑井正彦 
報告者：木原大介  
 
１ 視察日時 令和７年８月２５日 
 
２ 視察先 

北海道広尾郡大樹町  
①北海道スペースポート「HOSPO）」 代表取締役社⻑ 小田切 義憲 
②大樹町宇宙交流センター SORA  大樹町職員 
③インターステラテクノロジズ株式会社 

 
３ 視察項目 

宇宙産業を核とした地域振興及び産業集積について 
 
４ 視察概要 

大樹町は北海道十勝地方の南部に位置し、人口約 5,000 人の町である。広大な土地と 
海に面した立地条件を活かし、1980 年代から航空宇宙産業の誘致・育成に取り組んで 
きた。 

 
現在は「北海道スペースポート（HOSPO）」を中心に、⺠間主導によるロケット打上 
げ拠点の整備が進められており、インターステラテクノロジズ株式会社に代表される 
国内外の宇宙関連企業や研究機関が集積している。特に、⺠間宇宙企業によるロケッ 
ト開発や人工衛星関連事業の実証フィールドとして注目されており、日本の宇宙産業 
の発展において重要な役割を担っている。 

 
施設整備においては、国や北海道、⺠間企業と連携しながら大規模な投資が行われて 
おり、宇宙港としての機能強化が進められている。また、地域内においても雇用創出 
や人材育成、企業誘致など多方面にわたる波及効果が生まれているとの説明を受け 
た。 

 
５ 所感 

大樹町の取組は、地域資源や地理的条件を活かしながら、将来性の高い成⻑産業を地 
域振興の柱として育成している点が大変印象的であった。 



 
特に注目すべき点は、宇宙産業という先端分野への挑戦を単なる企業誘致に留めず、 
⻑期的なビジョンのもとで行政・⺠間企業・研究機関が連携しながら地域全体で支え 
ていることである。人口減少や地域経済の縮小といった地方共通の課題に対し、新た 
な産業創出によって活力を生み出そうとする姿勢は大いに参考となった。 

 
また、宇宙産業は直接的な雇用創出だけでなく、観光振興や教育分野との連携、関連 
産業の集積など幅広い経済効果をもたらしており、地域ブランドの向上にも寄与して 
いることが理解できた。 

 
宇部市においても、地域の特色や既存産業の強みを活かしながら、新たな成⻑産業の 
育成や産学官連携による地域活性化を進める必要がある。大樹町の先進的な取組は、 
今後の産業振興施策を検討する上で大変有意義な事例であり、多くの示唆を得ること 
ができた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  北海道スペースポート「HOSPO）」 ロケット射場の見学 
  










